
Ⅱ 結果の分析・考察 
 

 
 

１ 調査結果の概要 
 

受検者数(人) 平均通過率（％） 標準偏差 通過設問率が 70％以上の生徒 

17,655 69.0 18.4 58.0 

 
 □ おおむね良好な点 

  ○ 話し合いの話題や異なる意見の要旨をとらえて的確に聞くこと 

  ○ 主題や要旨を把握しながら読むこと 

  ○ 漢語の構成を理解すること 
  
 ■ 不十分またはやや不十分な点 

  ● 指示語の指し示す内容を理解すること 

   ● 全体を見通して，書く必要のある事柄を整理すること 

  ● 文脈に即して漢字を正しく書くこと 
 
 
                                【通過設問率の度数割合のグラフ】 
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※ 濃色部分は平均通過率の含まれる度数を示す。 

 

  ☞ 国語では，平均通過率が 69.0％であり，これを度数割合のグラフでみれば，通過
設問率が 70％以上の生徒が，58.0％いる。全体の形が平均通過率の含まれる度数域

よりも右よりの山の形であることから，国語で求められる力はおおむね定着してい

ると考えられる。ただし，通過設問率が 70％未満の生徒も 42.0％に上り，個に応

じた指導・支援の工夫が求められる。 
 

   国   語 



２ 学力観点別状況の分析・考察・指導のポイント 
 
                                【学力観点別通過率のグラフ(%)】 
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（１）「話す・聞く能力」 

     各問の通過率は高く，話し合いの話題を正確に聞き取ったり，その流れに沿って異

なる意見の要旨を把握したりする力はおおむね定着していると考えられる。 

    このような力を一層高め，自分の考えを深めていけるようにするためには，他者の

意見や考えを再構成できるようなメモの取り方を指導することが必要である。その際

には，話者の意見や考えとその根拠などの整合性を吟味する活動も取り入れたい。ま

た，「書くこと」「読むこと」を主として学習する単元での話したり聞いたりする活

動においても，相手や目的などを明確にした上で筋道を立てて話し合えるよう指導す

ることが大切である。 
 
（２）「書く能力」 

   自分の立場や意図をはっきりさせて書くことはおおむねできているが，全体を見通

した上で伝えたい事実や事柄を整理して論理的に書く力が弱い。ある程度の長さのあ

る文章を書くことに慣れていない様子が見受けられる。記述式の問いに対しては無解

答率が高くなるという傾向がある。 

   生徒が「書けない」原因・理由を確かめることが，まず必要になる。書くべき内容

や材料が見付からないのか，構成や展開を考えることが苦手なのか，条件に応じて書

くことができないのかなど，それらの原因・理由に対して具体的な指導・支援を計画

的，継続的に行いたい。その際には，「適切な材料を選ぶ」「適切な構成を工夫する」

「根拠を明らかにして論理の展開を工夫する」などのねらいに沿った指導を行うこと

が大切である。 
 
（３）「読む能力」 

 文学的文章における主題や説明的文章における要旨を把握しながら読むことはおお

むねできている。ただし，指示語の指し示す内容を把握することや心情を表現する副

詞句の意味を理解することは不十分である。 

 「読むこと」全般において，問いに対して自分の答えの理由や根拠を作品中の表現(言

葉)に求めようとする姿勢を育てることが必要である。また，様々な文章に対する興

味・関心を一層高めるとともに，形容詞や副詞などの心情語をとらえたり筋道を押さ

えたりする学習活動が大切である。さらに，目的や意図に応じて読書し，生活に役立 



 

て，自己を豊かにしようとする態度を育成する指導を重視し，その工夫・改善を行い

たい。その際には，広がりつつある朝読書の活動や他教科などの学習との関連を図る

ことも考えられる。 

 

（４）「言語に関する知識・理解・技能」 

 漢語の構成についてはおおむね理解しているが，漢字の書き取りはやや不十分であ

る。 
 ドリル学習や小テストでの学習だけにとどまらず，学んだ言葉を日常生活に生かす
ことができるように学習活動などを見直すことが必要である。 
 音声言語，語句，文法，書写などの知識・理解・技能についても表面的，形式的な

理解に終わらせず，日常生活において，自分の考えや感情を効果的に表現したり，目

的や場を意識した話し方や書き方などに役立てたりすることができるように指導して

いくことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３ 設問別の分析・考察・指導のポイント 
   

問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
話・聞

能力 

書く 

能力 

読む 

能力 

言語 

事項 

通過

率 

(%) 

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(1) 

 

○    88.0

■ 話し合いの話題の中心を聞き取る。 
△ 通過率の高さから考えれば，話し合いの話題を正確に聞き取り，把

 握する力はおおむね良好である。キーワード・キーセンテンスに注意

 しながら聞き取っていると考えられる。 
☆ 話し合いについての学習では，学習活動に進んで参加し話題に沿

 って自分の意見や考えを述べたり，互いの立場や意見の共通点及び

 相違点を聞き分けたりする力を育てることが大切である。そのため， 

 実際の話し合い活動では，話題の中心，流れをつかむだけでなく，自

 分の立場や意見を明確にすることが必要になる。 

① 98.9

(2) 

② 

○    

98.5

■ 異なる意見の要旨を聞き取る。 
△▲ 話し合いの流れに沿って，異なる意見の内容をそれぞれとらえる

 力は良好である。ただし，(2)②では通過率が98.5％と高いが，二つと

 も正解を選ぶことのできた生徒は80.4％と18.1％も低下する。聞き取り

 メモによる記録が不十分であることが，その要因の一つであろうと推 

 測される。 
☆ 様々な意見を聞き分け，自分の考えを深めていくためには，メモをと

 ることが大切になる。他者の意見や考えを再構成できるようメモのとり

 方を指導する必要がある。 
☆ 国語科の授業だけでなく，学校生活の様々な場面で「話すこと・聞

 くこと」の指導を行う必要がある。 

(3) 

  

○ 

 

○ 79.9

■ 表現の効果を確かめる。 
△ 「ぜんぜん」という陳述（呼応）の副詞が後続に否定表現を伴うこと 

 はおおむね理解できている。 
☆ 生徒の言語生活においては，後続に否定表現を伴わない誤用がし

 ばしば見受けられ，社会の一部でも誤用が広まりつつある。言葉は

 時代とともに変化するものではあるが，授業では，流行している言語

 表現ではなく，安定した言語表現を使用しようとする姿勢を育てる指

 導が必要になる。 
☆ 作文を書き上げた際には，内容や表記などを必ず推敲する習慣を

 身に付けさせる必要がある。 

１ 

(4) 

 

聞き取

り 

○ ○ 

  

85.5

■ 立場や意図をはっきりさせて話し合う。 
△▲ 通過率の高さから考えれば，立場や意図をはっきりさせて自分の

 意見や考えを述べることはおおむね良好である。ただし，みんなの前

 で話すために書くという意識が不足している解答や筋道の整っていな

 い解答も目立った。 
☆ 同じ内容であっても，相手や目的などによってその表現方法や形

 式が異なることに気付くことができるよう，様々な表現方法や形式を

 言語活動の中で学習できるように配慮したい。 

 
 
 



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
話・聞 

能力 

書く 

能力 

読む 

能力 

言語 

事項 

通過

率 

(%) 

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

① 68.5

(1) 

② 

  

○ 

 

59.5

 

■ 登場人物の心情を読み取る。 
△ 表現された言動などから，登場人物の心情を読み取ることはおお 

 むねできている。 
▲ (1)①の理由を尋ねた②では，通過率が59.5％と低下している。確 

 かな理由や根拠となる表現を作品中に求めることはやや不十分であ

 る。 

☆ 心情などの内容をより適切に理解することができるようにするため

 には，直接的な表現だけでなく比喩などの表現の工夫をとらえ，その

 効果について考える学習も大切である。 

(2) 

   

○ ○ 45.9

■ 登場人物の心情を読み取る。 
▲ 同じねらいである(1)の問いに比べると，通過率が20％以上も低下 

 している。本作品では「たけいち」が「僕」にとって唯一の「ヒーロー」と

 して描かれていることから 「3 さっそうと」が正答になる。「さっそうと」

 という副詞句の意味を理解できていない生徒が多いのではないかと 

 考えられる。 
☆ 文学的文章では，その作品における叙述によって呼び起こされる 

 具体的なイメージを創造することが基本になる。形容詞や副詞など，

 心情表現によく使われる語彙はできるだけ多くの作品に触れること 

 で培わせたい。 

２ 

(3) 

 

文学的

文章 

  

○ 

 

81.8

■ 作品の主題を味わう。 
△ 本作品に描かれた「僕」と「たけいち」の姿から主題に迫ることはお 

 おむねできている。 
☆ 中学校国語科における文学的文章の学習では，描かれている登 

 場人物の言動などからその心情をとらえた上で，人間や社会の在り

 方などを考えることが多くなる。精読することにより人物や社会の様

 子を確かにつかむ学習も必要になる。 

① 

  

○  85.3

(1) 

② 

  

○  48.5

■ 事実と意見を読み分ける。 
△▲ (1)①の通過率の高さからは，客観的な事実と筆者の主観的な意

 見を読み分けることはおおむねできていると考えられる。しかし，①の

 理由を尋ねている②では，通過率が36.8％も低下している。文末表現

 に着目して読み取るなどの読み解く技能を十分身に付けていないこと

 が分かる。 
▲ ②は無解答率が14.1％と高くなっている。①の通過率の高さから考

 えると記述によって答えることを意図的に避けているとも考えられる。

☆ 読書量が多くなれば，表現された内容を感覚的に読み取れる場合

 もある。そのような読み方にとどまらず，的確に読み取る力を育てるに

 は，常に表現（言葉）の中に理解や判断の根拠を求める姿勢を育てる

 ことが必要である。 

① 

  

○  69.8

３ 

(2) 

② 

説明的

文章 

  

○  72.2

■ 文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえる。 
△▲ ①②の通過率は70％前後であるが，正答率は①②ともに50％強

 である。このことから，文章の中心的な内容をほぼ的確に押さえること

 はできているが，得られた情報を整理することはやや不十分であると

 考えられる。 
☆ この文章では，コミュニケーションについての日本人とアメリカ人の

 感じ方や慣習を比較している。このようなＡとＢの比較・対照を行うと 

 いう内容の説明的文章は多い。(2)で問われているように，文章から読

 み取った内容を表として表現したり，図に書いたりする学習も効果的

 である。 
 



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
話・聞 

能力 

書く 

能力 

読む 

能力 

言語 

事項 

通過

率 

(%) 

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(3) 

   

○ 

 

45.2

■ 指示語に着目して内容を読み取る。 
▲ 45.2％という通過率から，指示語の指し示す内容を読み取る力はや

 や不十分であることが分かる。さらに，指示語の指し示す内容を答え

 ているが，文末表現が不適切である解答が22.6％も見られた。 
☆ 指示語が指し示すと考えられる部分を指示語に代入して文脈が通

 じることを確かめるなどの技能を身に付けられるよう指導することが

 必要になる。 

３ 

(4) 

 
説明的

文章 

 

○ ○  18.7

■ 全体を見通して，書く必要のある事柄を整理する。 
▲ 国語科において通過率の最も低い問題である。また，無解答率も 

 27.3％と際立って高い。全体を見通して，書く必要のある事柄をまとめ

 る力は不十分である。なお，「相づちやうなずき」の例ではなく「視線の

 やり取り」等の例を挙げた生徒が8.6％いる。この生徒たちは，読み取

 りに課題があることになる。 
☆ 生徒が「書けない」原因・理由を確かめることが，まず必要である。

 書くべき内容や材料が見付からないのか，構成や展開を考えること

 が苦手なのか，様々な条件に応じることができないのかなど，それら

 の原因・理由に対して具体的な指導・支援を計画的，継続的に行う 

 ことが大切である。 

① 26.1

② 47.4

③ 56.4

(1) 

④ 

書き取

り 

   

○ 

70.7

■ 文脈に即して漢字を正しく書く。 
▲ 文脈に即して漢字を正しく書くことは通過率が高くない。①の「さか 

 あがり」は特に26.1％と低い。「さかあがり」という言葉自体は生徒にと

 って身近なものであることから，日常生活において漢字をあまり使っ 

 ていないのではないかと考えられる。 

☆ 漢字の書き取り（字形・送りがな・用法など）については，興味・関心

 を高めつつ反復的，継続的に指導し，日常生活で実際に使いこなせ 

 る力を育てたい。また，同訓異字や同音異義語については，取り立て

 指導により文脈に沿って使い分けを確実に行えるよう指導することも

 大切である。 
☆ 文章を書く様々な学習活動における指導と関連を図って指導するこ

 とが必要である。 

① 85.1

② 81.3

③ 80.1

④ 81.6

４ 

(2) 

⑤ 

語句の

構成 

   

○ 

80.5

■ 語句の構成を理解する。 
△ ５問いずれの通過率も高い。漢語の構成についての理解はおおむ

 ね良好である。漢字の書き取りのやや不十分な状況と考え合わせる

 と，漢字の字形そのものをいかに定着させるかが課題であることも分

 かる。 
☆ 接頭語・接尾語，複合語，略語などの構成及び語形の変化につい 

 ても，意味とのかかわりを大切にしながら理解することにより，語句の

 使用が一層豊かになるよう指導することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 小学校・中学校における指導のポイント 
 
 国語科では，「言語の教育としての立場」が重視されており，最も基本的な目標は

国語による表現力と理解力の育成である。今回の調査では，表現力の育成に課題がや

や多いことが明らかになった。表現力向上のためには，学習指導要領に示された言語

活動例を踏まえ，一層工夫することによって，各領域の指導内容と言語活動との密接

な関連を図り，児童生徒の主体的な学習活動を促すことが必要である。 

 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」いずれの言語活動も，実際の生

活場面では，相手，目的，場面や状況に応じた表現様式が求められる。そのため，児

童生徒の学習活動においては，現実的な場面に即した目的や相手などを設定した言語

活動の場を工夫し，それぞれに対する意識を高めつつ，表現力と理解力を育成するこ

とが重要である。 
 

 「小学校」 

 日常生活に必要な言語能力を育てるためには，言語活動における相手や目的などの

設定を身近なものから始め，繰り返し学習する中で次第に社会への広がりを持たせる

ことが大切である。 

 各領域において，年間を通してどのような言語能力を育てるのか明確にする必要が

ある。教科書掲載の教材や言語活動をよく分析し，それを通してどのような言語能力

が育てられるかを明確にする。例えば，「調査をして報告をする」という言語活動は，

「話すこと・聞くこと」にも「書くこと」にも示されている。これは，話すときの報

告と書くときの報告に様式やプロセスの違いがあるということである。それぞれの様

式やプロセスはどこが共通でどこが違うのか，このようなことを理解した上で，指導

と評価の計画を立てることが重要である。 

 漢字の指導については，「読み」「書き」や意味・用法などを総合的に学習するこ

とが大切である。なお，「書き」については，文や文章の中で確実に使いこなせるよ

う２学年間をかけて継続的に指導する必要がある。 
 

 「中学校」 

 社会生活に必要な言語能力を育てるためには，言語活動における相手や目的などの

設定を実際の社会生活に幅広く目を向けたものにすることが大切である。 

 文章や談話で述べられた社会や人間の在り方などについて理解し，自分の思いや考

えを確かに持ち，それを表現する力を育てるためには，その内容あるいは構成や展開

を具体的に取り上げて吟味したり評価したりする学習活動を行うことが重要である。 

 また，自分の思いや考えを的確に表現させる際には，意見や感想の個人発表だけで

なく，生徒同士の話し合い等の交流場面を設けることが，自分の思いや考えを深化さ

せたり新たに創造したりする上で効果的である。 

 漢字の指導については，小学校で用いられている学年別漢字配当表についての理解

を一層深め，高学年で学習した漢字については，字形，意味及び用例を確認しながら，

学習を進めていくことが大切である。また，「書くこと」「読むこと」の学習におい

て意図的に習得させるべき漢字や語句を取り出して指導するなどの工夫が求められる。 

 

















話・聞 書く 読む 言語

２と解答しているもの 1 ○

１と解答しているもの 2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

１と３を解答しているもの（順序は問わない） 1 ○

解答のうち，１を解答しているもの
（１と２，１と４，あるいは１だけ解答しているもの）

2 △

解答のうち，３を解答しているもの
（２と３，３と４，あるいは３だけ解答しているもの）

3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

２と４を解答しているもの（順序は問わない） 1 ○

解答のうち，２を解答しているもの
（２と１，２と３，あるいは２だけ解答しているもの）

2 △

解答のうち，４を解答しているもの
（４と１，４と３，あるいは４だけ解答しているもの）

3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

（例）日曜日に，わたしは母とスーパーマーケットへ買
い物に行きました。お店は，夕方なので（とても）買い物
客で混雑していました。
陳述の副詞の誤用「ぜんぜん混雑していました」を適
切に書き改めているもの
※表記及び漢字の部分的な誤りは許容する。

1 ○

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

（例）わたしは、お母さんのしたことに賛成です。なぜか
というと、こちらにも責任があるから、先にあやまる方
がお互いに気持ちがいいと思うからです。
①話題に即して自分の意見（考え），②そう考えた理由
をはっきり述べており，③話すように書く工夫（「です」
「ます」の敬体でほぼ全体を書いているもの）があり，よ
く理解できるもの
※表記及び漢字の部分的な誤りは許容する。また，全
体の字数の多い少ないや原稿用紙の使い方は問わな
い。

1 ○

①②は書けているが，③話すように書く努力が見られ
ないもの

2 △

①は書けており，③分かりやすく話すように書く努力が
見られるが，②理由がはっきりしなかったり，意見（考
え）につながらなっかたりしているもの

3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

１

１
　

【
話
し
合
い
の
聞
き
取
り

】

(3)

５ (4)

(1)

２

３

４

①(2)

(2) ②

通し
番号

問題番号
転記す
る番号

正誤
評価の観点

○○

○○

○

○

○

正誤欄凡例｛○＝正答，△＝準正答，×＝誤答｝

解答類型



話・聞 書く 読む 言語

２と解答しているもの 1 ○

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

３と解答しているもの 1 ○

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

３と解答しているもの 1 ○

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

２と解答しているもの 1 ○

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

ＢとＤを解答しているもの（順序は問わない。） 1 ○

解答のうち，Ｂを解答しているもの
（ＡとＢ，ＢとＣ，あるいはＢだけ解答しているもの）

2 △

解答のうち，Ｄを解答しているもの
（ＡとＤ，ＣとＤ，あるいはＤだけ解答しているもの）

3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

（例）文末に「であろう」「思われる」と書いてあるから。
おおむね同意の内容を解答しているもの
※表記及び漢字の部分的な誤りは許容する

1 ○

理由を問う内容にふさわしい文末表記でないもの 2 △

「ごくわずか」「やはり」を含む解答をしているもの 3 ×

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

Ａ欄に４，Ｂ欄に２と解答しているもの 1 ○

上記のうち，上の順でどちらかを解答しているもの
※同じ記号を解答しているものは，９「上記以外の解
答」に含める

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

Ｃ欄に３，Ｄ欄に１と解答しているもの 1 ○

上記のうち，上の順でどちらかを解答しているもの
※同じ記号を解答しているものは，９「上記以外の解
答」に含める

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

正誤欄凡例｛○＝正答，△＝準正答，×＝誤答｝

○

○

○

○

○

○

○

通し
番号

問題番号
転記す
る番号

正誤
評価の観点

解答類型

8

○

②

①

１０

７ (1)

9 (3)

(2)

2
　

【
文
学
的
文
章
の
読
み
取
り

】

６

(2)

１１

3
　

【
説
明
的
文
章
の
読
み
取
り

】

１３ (2)

(1)

１２

①(1)

(1) ②

①

②



話・聞 書く 読む 言語

（例）視線のやり取りや相づち・うなずきなどの意味が
異なっていること
おおむね同意の内容を解答しているもの
※表記及び漢字の部分的な誤りは許容する

1 ○

指示語の内容にふさわしい文末表記でないもの 2 △

「このように」を含むもの 3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

①主に「対話中の相づちやうなずき」に対する意味の
違いから生ずる誤解について述べており，②具体例と
そこから生ずる誤解（不信感等）について話の筋道に
無理（矛盾）がないもの
（例）
Ⅰ　悩み事の相談をしているのに，相づちやうなずきを
せずにじろじろ見てくるヨーロッパやアメリカの人に対し
て，日本人が「話を親身になって聞いてくれない」と不
信感をもつ。
Ⅱ　大事な約束について話をしているのに，やたらと相
づちやうなずきをしておきながら結局断ってくる日本人
に対して，ヨーロッパやアメリカの人が「いいかげんだ」
と不信感をもつ。

1 ○

①については書けているが，②話の筋道に無理（矛
盾）がみられるもの
※どちらが誤解しているかがはっきりしないもの

2 △

②話の筋道に無理（矛盾）はみられないが，①「相づち
やうなずき」ではなく「視線のやり取り」等について述べ
られているもの

3 ×

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

「逆上がり」と解答しているもの 1 ○

はねやはらい、画の長短等の正確さに欠けるもの 2 △

送りがなに誤りがあるもの 3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

「計る」と解答しているもの 1 ○

はねやはらい、画の長短等の正確さに欠けるもの 2 △

送りがなに誤りがあるもの 3 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

「価値」と解答しているもの 1 ○

はねやはらい、画の長短等の正確さに欠けるもの 2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

(3)

(1) ③

②

①

(4)

○

１８

１７

(1)

(1)

１６

4
　

【
漢
字
や
語
句
等
の
知
識
・
理
解
・
技
能

】

通し
番号

問題番号

１４

3
　

【
説
明
的
文
章
の
読
み
取
り

】

１５

○

転記す
る番号

正誤
評価の観点

○

○ ○

○

正誤欄凡例｛○＝正答，△＝準正答，×＝誤答｝

解答類型



話・聞 書く 読む 言語

「栄養」と解答しているもの 1 ○

はねやはらい、画の長短等の正確さに欠けるもの 2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

５と解答しているもの【提案】（漢字で書いてもよい） 1 ○

漢字で書いていて，はねやはらい，画の長短等の正確
さに欠けるもの

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

１と解答しているもの【裁判】（漢字で書いてもよい） 1 ○

漢字で書いていて，はねやはらい，画の長短等の正確
さに欠けるもの

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

８と解答しているもの【貿易】（漢字で書いてもよい） 1 ○

漢字で書いていて，はねやはらい，画の長短等の正確
さに欠けるもの

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

４と解答しているもの【演奏】（漢字で書いてもよい） 1 ○

漢字で書いていて，はねやはらい，画の長短等の正確
さに欠けるもの

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

６と解答しているもの【豊富】（漢字で書いてもよい） 1 ○

漢字で書いていて，はねやはらい，画の長短等の正確
さに欠けるもの

2 △

上記以外の解答 9 ×

無解答 0 ×

正誤欄凡例｛○＝正答，△＝準正答，×＝誤答｝

解答類型
転記す
る番号

正誤

4
　

【
漢
字
や
語
句
等
の
知
識
・
理
解
・
技
能

】

○

④

⑤

○

評価の観点

③

(2)

(2)

○

通し
番号

問題番号

(2)

(2)

②

１９

２０

２４

２１

２３

２２

(1)

(2) ①

④

○

○

○



設問別：通過率と反応率 国 語 
          

問題番号 解答類型ごとの反応率（全県） 

大 

問 

小 

問 

正
答
率 

通
過
率 

1 2 3 4 5 6 7 8 

9（そ

の他

の誤

答） 

 
 

無
解
答 

1   76.7 88.0 76.7 11.3  11.5  0.4 

1 89.2 98.9 89.2 6.4 3.3  0.7  0.4 
2 

2 80.4 98.5 80.4 5.4 12.7  1.0  0.5 

3   79.9 79.9 79.9  17.8  2.3 

1 

4   65.0 85.5 65.0 10.3 10.2  9.4  5.1 

1 68.5 68.5 68.5  30.8  0.7 
1 

2 59.5 59.5 59.5  39.6  0.9 

2   45.9 45.9 45.9  53.0  1.1 

2 

3   81.8 81.8 81.8  17.3  0.9 

1 67.8 85.3 67.8 8.9 8.7  12.0  2.7 
1 

2 44.2 48.5 44.2 4.3 0.7  36.8  14.1 

1 51.5 69.8 51.5 18.3  25.9  4.4 
2 

2 53.7 72.2 53.7 18.5  23.2  4.6 

3   21.2 45.2 21.2 22.6 1.4  43.6  11.3 

3 

4   10.4 18.7 10.4 8.4 8.6  45.3  27.3 

1 16.4 26.1 16.4 1.0 8.7  57.6  16.3 

2 45.1 47.4 45.1 1.3 1.1  37.1  15.5 

3 54.7 56.4 54.7 1.7  22.9  20.7 

1 

4 64.9 70.7 64.9 5.8  13.5  15.7 

1 84.3 85.1 84.3 0.8  4.4  10.5 

2 80.9 81.3 80.9 0.4  8.3  10.5 

3 79.6 80.1 79.6 0.4  8.7  11.3 

4 81.2 81.6 81.2 0.4  7.1  11.3 

4 

2 

5 80.2 80.5 80.2 0.3  7.8  11.7 

 

※ 選択肢（解答類型）が白抜きに 

なっている選択肢は「正答」の選

択肢であることを示しています。

網掛けの選択肢は「準正答」の

選択肢であることを示していま

す。 


